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アブストラクト	Comment by 石井のぶ: アブストラクトは論文の概要のこと。1段落で、400字前後を目安に書く。

内容は、論文の目的（つまりテーマである「問い」に答えること）、論文の展開（どうやってその答えを得ようとしたのか、つまり調査・研究の方法など）、論文の結論。

量が少なくても、アブストラクトに必ず1ページを充てる。

この論文は…を明確にしようと試みたものである。…の調査により、…の相関がみられ、…という結論を得た。
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[bookmark: _Ref477535174][bookmark: _Toc477539023]はじめに

　このレベル（「レベル1」＝「見出し1」の下）に書く場合にはこの位置（1行空け）から始める。ちなみにここは「本文」と呼ばれるレベルであり、「見出し」にはならないレベルである。本文なしで次のレベルの見出し（「レベル2」＝「見出し2」）を置く場合もこの位置に。続くものがこれと同じ「レベル1」（＝「見出し1」）ならば、下に2行空ける。


[bookmark: _Ref477535141][bookmark: _Ref477535183][bookmark: _Ref477535231][bookmark: _Ref477535236][bookmark: _Toc477539024]先行研究の分析

　このレベル（「レベル1」＝「見出し1」の下）に本文を書く場合はこの位置（1行空け）から始める。本文なしで次のレベルの見出し（「レベル2」＝「見出し2」）を置く場合もこの位置に。
　先行研究の分析・まとめの役割は、自分が進めたい研究・調査、あるいはその方向性のサポートであり、分野の中での位置づけ意義付けを行うのに必要なものである。本当に必要な内容ものでなければ書いてはいけない。関連が薄いのに、「せっかく読んだ本だから…」とか言って書いてはいけない。

[bookmark: _Toc477539025]英語習得の目的によるモチベーションの違い
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。

[bookmark: _Toc477539026]教授法の違いとモチベーションの関係
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。

[bookmark: _Toc477539027]モチベーションに関する議論
　図表には必ず図表番号と説明をつける。次のようなグラフなどは図である（表ではない）。図の上で右クリックすると「図表番号の挿入」という機能が現れるのでそれを使う。ラベルは「図」を、位置は「下」を選ぶ。一覧に反映される。
　図表いずれの場合でも本文にその言及をする必要がある。例えば、「図 1は、学習開始時期の違いによって◯◯に変化があるのかを示したものである」のように（ちなみに上の行の「図 1」は「挿入」→「相互参照」の機能を使う）。この例のようにページをまたぐこともあるが、「改ページ」などをうまく使って処理するのもいい。

[bookmark: _Ref296759833][bookmark: _Toc296759317]図 1 英語学習の有無と語彙力テスト得点の関係（筆者作成）
　表の場合は、ポインタを表の上に置くと左上に十字矢印のハンドルが現れる。そこにポインタを合わせて右クリックすると、図の時と同じメニューが現れるが、もちろんラベル名は「表」を選び、位置は「上」にする。

[bookmark: _Toc296759995]表 1 ジョークのタイプによる国別偏差値
	
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	

	Nationality
	ﾌﾞﾗｯｸ
	子ども
	男女
	政治
	頭
	まぬけ
	金銭
	国別偏差値

	Russian
	62.04
	52.28
	38.97
	41.63
	39.86
	53.17
	62.04
	67.92

	British
	51.15
	59.18
	43.12
	40.44
	37.76
	64.53
	53.82
	48.31

	German
	60.71
	54.10
	49.68
	35.35
	41.97
	45.27
	62.92
	47.07

	Japanese
	60.13
	50.08
	33.96
	41.52
	47.01
	56.48
	60.83
	52.99

	全体の平均
	63.31
	46.35
	38.62
	38.51
	46.85
	56.71
	59.65
	50.00



　しかし、もしもこの「遊び」が本当に「学び」を実現するものであるとするならば、それが自分を取り巻く世界を理解し吸収していくプロセスであることを証明しなければならない。グリーンバーグは、そのプロセスに関して次のように述べている。

（ちょっと長めの引用は前後に1行ずつ空けて、字下げ；最後に（  ）で著者名（姓のみ）、発表年、ページを示す；記号や数字やスペースは全角/半角の区別にも気を付けて！）人は誰しも環境との相互作用の中で、その精神にもたらされるインプットに対し自分の「モデル」づくりのスキルを適用することで、自分の「現実モデル」を創り出している。（グリーンバーグ 2010: 79）

まず前提として、人間の行為は必ず何らかの精神を反映したものだとする考え方がある。さらに「インプット」とは外界から自己の内にもたらされる情報を意味しており、（短めの引用はこのように）「現実モデル」とは「インプットした情報にとりあえず秩序を与えるため、常時、創造・再創造を繰り返さなければならない枠組（フレームワーク）」（同上: 112）のことである。

[bookmark: _Toc477539028]コミュニカティブな教授法
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。

[bookmark: _Toc477539029]◯◯的アプローチ
　このレベル（レベル4）まで目次に含まれる設定にしてある。だが、多用すると読みにくくなるので注意

△△法
　このレベル（レベル5）まで自動で番号が打たれる設定になっているが、目次には含まれない。使用する必要はほとんどない。

□□法
　このレベル（レベル5）まで自動で番号が打たれる設定になっているが、目次には含まれない。

[bookmark: _Toc477539030]××メソッド
　このレベル（レベル4）まで目次に含まれる設定にしてある。

[bookmark: _Toc477539031]本研究の位置付けと意義
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。内容としては、ここがリサーチスペースを提示する


[bookmark: _Ref296787615][bookmark: _Toc477539032]方法と対象

　ここでは、前章で述べた…に照らし、日本の進学校というコンテクストで調査を行う方法について述べる。のような始まり方が良いと思う。

[bookmark: _Toc477539033]英語の
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。


[bookmark: _Toc477539034]リサーチ・論証

　3で行った調査の結果を提示し、モチベーションの向上にどれほどの効果があるのかを検証する。

[bookmark: _Toc477539035]英語の
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。


[bookmark: _Toc477539036]結論

　本研究では…を行い、…した。（問題設定から始めて、前章までの内容を要約する。繰り返しが多くなるだろうが、多少ずつ表現や言葉遣いを変えて…）




[bookmark: _Toc477539037]謝辞	Comment by 石井のぶ: 以前配布されたプリントでは順序が違っていたようだが、この位置に。ちょっとの量でもかならず新たに1ページを使う。

　研究を進める上で◯◯先生はじめ、○○の方々に、厚くお礼を申し上げます。のような内容。







[bookmark: _Toc477539038]文献・資料一覧	Comment by 石井のぶ: とにかく、このサンプルの書式を必ず守る！！！！
サンプルをよおーくよおーく見て、自分で実際に書いてみて、ルールを身に付けながら作成すること。
（Wordのこの書式を崩さずコピペして使うことと、情報として含めるべき内容とその順序などを間違いなく記すことの両方が必要。）

順序：著者名の姓の、数（昇順）  英（アルファベット順）  日（五十音順）

Lenneberg, E. (1975) Foundation of Language Development: A Multidisciplinary Approach, London: Academic Press
金森強 (2006) 「東アジア高校英語教育GTEC調査2006調査報告書」, 『小学校以前の英語学習経験の影響～日本の小学校英語教育の課題への考察』[http://benesse.jp/berd/center/open/report/eastasia_gtec/hon/hon4_1.html]
（2009年6月19日閲覧）
酒井邦嘉 (2007) 『言語の脳科学』 中公新書
ダニエル・グリーンバーグ、大沼安史 訳 (2010) 『自由な学びとは サドベリーの教育哲学』 緑風出版
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アンケート用紙、全データ
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